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佐 世 保 湾 の 潮 流 に つ い て
中根 重勝 ・宇都 幸一*・ 栗須 正 登*
On the Tidal Current in Sasebo Bay
Shigekatsu NAKANE, Kouichi UTO and Masato  KURISU
  The observations of tidal currents on the surface layer, as a part of the study on fluxion 
and diffusion in Sasebo Bay. were carried out for 14 days at 5 observational stations in the 
bay. In this paper, we report the results of observed currents and harmonic analyses. 
  The fastest speed of the current was observed at St. 7, which was near the entrance of 
Hario-Seto, between Sasebo Bay and Omura Bay, but the slowest one was at St. 8, near the 
entrance of Haiki-Seto. The turns of tide nearly coincided with low and high waters at St. 6 
at the entrance of this bay and St. 9 at the central part of it. However, at the other 3 
stations they were behind low and high waters, especially at St. 7 where it was 3 hours 
behind. 
  The excellent component current was M2 at all stations and the velocities were in 
proportion to observed currents. S2 was a secondary excellent component current at most 
stations, but the others were different from station to station. 
  One of the constant currents flowed out from St. 7 to the entrance of this bay through St. 
10, and the other small stream  flowed from St. 9 to the east side of this bay. It is estimated 
that the small stream divides into northerly and southerly drifts, and the former flows out to 
Haiki-Seto by way of St. 8, and the latter turns clockwise and takes the way to the 
entrance of this bay.
大村湾 内の現況把握 と将来の変化を予測 するための
基礎資料 を得 る目的で綜合調査(1)が 実施 され,そ の
一環 として潮位,潮 流 の観測 も行 なわれ た(2).さ ら
に水理模型実験や数値 シ ミュレー シ ョンによ り流動 と
拡散の状況 が 解明 され ている(3,4,5,6).し
か しなが ら,大 村湾 と佐世保湾は針尾,早 岐 の両瀬戸
によ って接続 されてお り,両 湾の流動状況 には密接な
関係がある.従 って数値 シ ミュレーシ ョンの精度向上
のための基礎資料を得 るとともに,佐 世保湾 内の流動
や拡散の現況 を把握す るために,潮 位観 測(2),拡 散
実験(7)と 同時 に潮流観測を実施 したので,そ の結果
につ いて報告 する.
観 測
潮流 の現地観測は1977年7月20日 か ら14日 間連続 し
て行 なった.観 測地点 はTable1お よびFig.1に 示
すよ うに,外 海 との接点 である湾口部(St.6),大 村
湾 との流 出入経路 の針尾瀬戸入 口附近(St.7),両 測
点 のほぼ中間点(St.10),さ らに もう一方 の流出入 経
 Table 1. Sites of each observational station. 
                     Position 
Station 
         Latitude (N) Longitude (E) 
  6 33° 05'  50.0" 129° 40'  15.5" 
 7 33 04 28.5 129 44 11.0 
 8 33 07 20.5 129 44 38.5 
 9 33 06 56.5 129 43 15.0 
 10 33 05 12.0 129 43  07.0
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路である早岐瀬戸の入口に近い崎辺沖（St．8）および
湾のほぼ中央部のNo．20係船浮標（St．9）の5個
所である．
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’Fig．　1．　Locations　of　the　observational　stations
　　　　in　Sasebo　Bay，
本観測は本学工学部流体研究室が主体となって実施
したもので，大村湾の測点との混同をさけるため，測
点番号は一連番号を用い6～10とした．
　使用測器は小野式自記流向流速計で，各測点とも浮
器を用いて水面下2．5mに垂下して設定した．　St．6は
灯浮標，St．9では係船浮標より水平方向に約5mの
腕木を出し，その先端に浮器を係留し，他の3測点は
いずれも錨によって浮器を固定した．
結果と考察
1　測得流
　自記記録紙から10分間隔で流向と流速を読取り，こ
れに回転翼による係数などの補正を加え測得流とした．
ユ4日間にわたる測得流のうち，一例として観測開始
（11時）以後の最：初の満潮時（16時57分．佐世保港）
から，約25時間の流向流速をベクトル表示したものが
Fig．2である．本図は電算機により自画させたもの
である．
　地形が複雑であり，外海と大村湾とは狭水路で接続
しているため，各測点はそれぞれ異なった傾向を示し
ている．
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　　　　　（For　25　hours　from　5　p．m．　on　20th　of　July　1977．）
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1）St・6佐世保港における干満潮時と州流時がほぼ
一致して，転流時前後の短時間の間に年毎が反転し次
の転流までほぼ一定の流向が続く．一日の問で最大流
速は下げ潮時に現れ，全般的に下げ潮時間帯の方が上
げ潮時間帯よりも流速が大である．
2）　St．7干満潮時から約3時間おくれて転一時とな
り，その後急に流速が増し約1時間位の間に最大流速
に達している．その後次の転流時まで徐々に減速して
ゆくが，流向はほぼ一定とならず左右に200前後のず
れが生ずる．この測点附近の海底の傾斜が急で，しか
も水路が屈曲し，近くに入江が存在するために流速が
増大すると反流や渦流による流向の乱れを生ずるもの
と考えられる．ここでも下げ潮時の流速が上げ潮時よ
りも大きい傾向がみられる．
3）St．8全測点中門も流速がおそく，流速の変化も
少ないが，全般的には上げ潮時の方が大きい．転流下
は干満潮時より1．5～2時間遅れ，早岐瀬戸への流路
にあることの影響が一因と考えられる．
4）St．9二流時はSt．6と相前後している．上げ潮
はほぼ北流で下げ潮はほぼ南流となり，流下変化の少
ないパタンと，下げ潮のはじめに東向流が1～2時間
続き南流が短時聞のパタンとがあり，半日ごとに異な
った流向が現われる．この傾向はSt．8でもみられ，
転回する流れの存在がうかがわれる．
5）St．10転即時は．　St．7より少し早くあらわれる．
しかし流向の乱れは少なくやや東西方向にかたよって
いるが，ほぼ規則的に単純な変化を繰返している．こ
の測点の北側は広く開けているが水深はやや浅く，北
東側に海老が曽根が横たわり，St．7と類似した狭水
路を形成し，針尾瀬戸の入ロであるともいえる．した
がってSt・9に比べ著しく流速が大きく，　St．6と
St．7の中間的な傾向がみられる．
　以上のごとく各測点とも大なり小なり大村湾への流
れの影響をうけ，両市の流れに密接な関係が存在する
ことを示している．
2　調和分解
　測得流を南北成分と東西成分に分解して，Table　2
の8分潮流について調和分解を行い，その定数と恒流
成分を算出した．その方法は得られた各測点約2100個
づっのデータにより，まず主要4分潮流M2，　S2，
K1，01およびM4について最小自乗法を適用して
分解した．ついでPユ，K2，　N2については平衡潮汐
論に従い，振幅は平均振幅の比に等しく，遅角の差は
角速度に比例するという仮定のもとに分解を行なった．
その結果として調和定数をTable　3に示し，それら
によって描いた潮流楕円をAppen．　Fig．（a）N（e）に
図示した．卓越分潮流であるM2とS2は他の分骨
の％倍の縮尺であるが，Fig．4（c）（St．8）だけはす
べて同一縮尺である．これら各図もすべて電算機に
より自画させたものである．また門流の流向流速を
Table　4に示した．
（1）卓越分潮流は各測点ともM2であり，その速度
（V）は南北成分（VN）が東西成分（VE）を上廻っ
ているが，測点によってその差が異なり，また測点間
の差も大きく最：大値を示すSt．7ではVN，　VEとも
St．8の6倍に達している．写角（L）はSt．6，8，9
では南北成分（LN）と東西成分（LE）がほぼ等しく，
潮流楕円の長軸の方向（以下長軸と略す）はほぼNE
～SWであり細長い形状を呈している．しかしSt．7’
と10はLNとしEの差が180。～160。であり，細長
い形状ながらも長軸は前記3測点と約90。ずれてNW
～SEとなっている．
　測得替が最も小さいSt．8を除けば，　S2がM2に
次ぐ卓越分潮流である．VN，　VEの最大はSt．6
Table　2．　Speed　and　period　of　each　component　current．
Abbreviations’ Names　of　component　currents 　Speed（degree／hour）
Period
（hour）
01
梔
ｺ
品
恥
晩
亀
晦
Lunar　diurnal
Solar　and　Lunar
resultant　diurnal
Solar　diurnal
Solar　and　Lunar
resultant　semi－diurnal
Lunar　elliptic　semi－diurnal
Lunar　semi－diurnal
Solar　semi－diurnal
Lunar　quarter－diurna1
13．9430356
15．0410686
14．9589314
30．0821373
28．4397295
28．9841042
30．0000000
57．9682084
25．819
23．934
24．066
11．967
12．658
12．421
12．000
6．211
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Table　3．　Harmonic　constants　of　each　component　current　in　each　observational　station．
Component
　current
St．　6
V　　L
St．　7
V　　L
St．　8
V　　L
St．　9
V　　L
St．　10
V　　L
Ol
Kl
Pl
K2
N2
M2
S2
M4
E
N
E
N
E
N
E
N
E
N
E
N
E
N
E
N
O－9　　　66
ilg’　i6i
O．8　294
2．3　313
O．3　　　304
b17’　297
3．7　　　110
516　ii6
4．1　　　114
617一　i65
21－3　　　354
5414　34g
13－7　　　128
2b15　ig4
1．4　　　83
i13　i28
2．1　101
0．1　105
5．4　349
4．4　154
1．7　331
1．5　150
2．6’　216
g16　52－4
7．5　6
8．5　40
38．8　316
43．9　134
9．5　223
11．1　310
O．2　209
21i　一2s’5
2．2　73
2．2　78
　　　3082－2
21－s　g26
O．7　　　290
61s’　’30’2
O－6　　　187
b14　268
　　　761．2
il”4　4i
6．1　　　353
714　544
　　　2002．3
i15　2i8
O．8　　　165
blgT　i97
2－3　　　100
619　”82
2，・6．　89
41．5　359
　　　900．9
ils’　398
O．8　244
i13　2ig
1．6　　　277
51s’　2sb
8．1　25
1811　lg
2．7　　　228
4・ls　204
2．0　　　　8
21g’　3i8
8．6　246
3．8　60
5．9　232
6．5　110
2．0　233
2．2　106
1．9　7
2．0　278
2．8　140
4．1　68
14．4　336
21．0　137
6．8　32
7．2　267
1．3　167
2．8　84
V　：　Velocity　（cm／sec），　L　：　Lag（degree），　E　：　East　component，　N　：　North　component．
Table　4．　’ bonstant　streams　of　each　observational
　　　　　station．
Station Direction Velocity　（m／sec）
6
7
8
9
10
S　640W
North
N　160W
N　730E
S　880W
7．0
3．3
2．1
4．9
5．8
であり，St．7以外の測点のM2をしのぎ，またM2
との比率は約2／3に達するが，他の測点では1／2～↓4にす
ぎない．St．7以外の測点では長軸が湾奥部へ向かう
につれてやや右へかたよっているものの，M2の長軸
とほぼ同方向で形状も類似している．しかしSt．7で
はVNとVEの差が小さく，　LNとしEの差がgo。に
近いため円に近い形状となり，M2とは全く異なった
様相を呈している．
（2）　他の分潮流は測点によって相違が大きくs．様々
な形態を示しているので測点別に考察する．
1）St．6各分潮流とも長軸はほぼNE～SWで形状
もほとんど類似している．日周潮流群はK2，　N2よ
りも小さくその長軸がやや左へかたよっている．前述
のごとくM2，　S2が著しく大きいから，これらの消
長によって流向流速が左右され，測得流の規則的な変
化となって，湾口部の地形的な特性を示しているとい
えよう．
2）St．7M2以外の半日周潮流群はいずれも丸味を
帯び，長軸もばらばらである．またK1がK2より
大きく，P2は全測点中最大であり，01，　P1はM4
と同じくはぼ直線状の形を示している．前述のごとく
地形の複雑なことから渦流や湧昇流を生じ，各分潮流
の調和定数に複雑な影響をおよぼすものと考えられる．
3）St．8M2をはじめ半白周潮流群はいずれも他の
測点より小さいが，K1，01はSかより大きく，また
St．6のそれらよりも大きい．各分潮流とも長軸はほ
ぼ同じでSt．6の場合とよく類似している．この測点
は狭い水域にあるが，北東側にやや開けた湾があり，
その先は早岐瀬戸につながるなどSt．6と類似した位
置関係にあるので，両測点で同じ様な傾向になるもの
と考えられる．
4）St．gSt．6と8の中間的な位置にあるが，湾中
央部で東側が広く，海底も平坦な測点で地形的には両
側の測点と異なっている．したがってK1，　M4が大
きく日周潮流群の長軸のずれがみられるものの，他の
分潮流のVはほぼ中間的な大きさであり，長軸もほ
ぼ一致している．大村湾への流れの影響が最も少なく，
本湾の流動の一つの代表的なパタンを示すものと考え
られる．
5）St．10四分潮流とも長軸はSt．’7とほぼ同じで
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あるが，VN，　VEの差が小さくLN，　LEの差は大き
いため丸味を帯びており，日周潮流群はいずれも全測
点中最：大である．地理的にはSt．6と7のほぼ中間で
あるが，前述のごとく狭い流路の入口にあたるので
St・7に類似した傾向を示している．これら両測点は
大村湾の流動と特に密接な関係があり，流出入する潮
流の特性をあらわすものといえよう．
（3）恒流はTable　4のごとく，　St．7からSt．10を
経てSt・6より湾外へ向う流れがあり，湾口部に近い
ほど流速が大である．一方St．9では東流でSt・10
とほぼ反方向であり，St．8では早岐瀬戸の入口に向
う流れとなっているが，流速はSt．9の1／2弱である．
したがって，St．9より東に向い，一部は左転して早
岐瀬戸方向と湾奥部へ，他は右転して南下しSt．10附
近で準準瀬戸からの西流と合流して湾口部へ向うこと
が予想される．
　聖遷瀬戸の大村湾側入口附近における観測（1）によ
れば，表層の恒流は北流と北西流で，中底層では東流
であった．したがって，表層では大村湾から押下瀬戸
を経てSt．7，10より湾外へ流出すことを示している．
しかしながらさらに中底層の観測を実施し，大村湾へ
の流入状態を把握し，同湾への水の収支について解明
することが必要である．
ま　　と　め
　佐世保湾内の潮流は地形の複雑さと，大村湾から流
出入する潮流に大きく左右され，観測点によってれそ
それ異なった特性を示している．湾口部から針尾瀬戸
入口附近までは河川流に似た状態であり，転流時ごと
にほぼ反方向の流れとなる．湾中央部以北では流速が
小さく，日周潮流の比率が増すため，1回目の上げ潮
または下げ潮と次回のそれとは若向流速の変化パタン
が異なる．佐世保港の干満潮時と転平時がほぼ一致す
るのは湾口部と湾中央部のみで，大村湾との接続流路
附近にある他の測点ではいずれも1．5～3時間のおく
れがある．
　調和分解による卓越分潮流はM2で，　S2がこれに
次ぐが，M2の比率が大きく湾内潮流の流向流速を支
配している．
　表層における恒流は早岐瀬戸から大村湾へ流出し，
針尾瀬戸から佐世保湾へ流入し，南西岸沿いに外海へ
流出する流れの存在を示している．また湾中央部では
東流で，その一部が右転して外海への流れに合流する
ことが予想される．
　今回の観測結果から表層流の流動状況は一応把握出
来たが，測点数の少ないこともあるので，今後水理模
型実験や数値シミュレーション解析の結果を併せて検
討を加える予定である．また更に中底層の観測も実施
し，大村湾における流動との関連性や同湾の水収支の
状況を解明する必要がある．
　本研究にあたり，観測に御尽力いただいた本学工学
部流体工学講座の田中清裕技官，琴弾和樹技官，学生
の植木弘信，有馬則夫の両君，また種々御便宜，御協
力を賜った佐世保重工株式会社の各位に対し深甚の謝
意を表する．
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Appendix　Figure　（a）．　Current　ellipses　of　each　component　currents　at　No．　6　observational　station．
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Appendix　Figure　（b）．　Current　ellipses　of　each　component　currents　at　Nor，　7　observational　station．
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Appendix　Figure　（c）．　Current　ellipses　Of　each　component　currents　at　No．　8　observational　station．
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ApPendix　Figure（d）．　Current　ellipses　of　each　component　currents・at　No．90bservational　station．
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Appendix　Figure　’
ie）．　Current　ellipses　of　each　comPonent　currenls　at　No．　10，　observationai　station：
